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技術的失業とPigou効果







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































beck and Snower［40］やBlanchard and Summers
［21］，［22］などによって提示され，ヨーロッパにお
ける長期的な高失業状態の説明に使われた。
⑺ 効率賃金モデルは，Shapiro and Stiglitz［55］や
Akerlof and Yellen［14］などによって提示されてい
る。
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